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新たな森と人のかかわり
「Forest Style」の創造

～人生100年時代を森林空間と過ごす～

日本は世界でも有数の森林大国。
国土の約７割は森林で覆われています。

人々の生活様式が変化していくなか、
人生の様々な場面で森林とふれあい、

自然の恵みをいただき、心豊かな暮らしを
育むことを目指した森林との新たな関わり、

それが「Forest Style」です。

今回の特集では、森林空間をめぐる動き、そして
新たな森林活用がもたらす人々の健康や
山村振興への可能性について紹介します。
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こ
れ
ま
で
の
森
林
空
間
利
用

　
１
９
８
０
年
代
か
ら
全
国
各
地
で
促
進
さ

れ
て
き
た
森
林
空
間
利
用
は
、
山
岳
・
峡
谷

な
ど
の
景
勝
地
や
高
原
リ
ゾ
ー
ト
・
温
泉
地
・

別
荘
地
な
ど
の
周
辺
に
、
散
策
路
・
遊
歩
道

や
展
望
台
・
休
憩
施
設
な
ど
を
整
備
し
た
り
、

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
の
あ
る
森
林
公
園
や
キ
ャ
ン

プ
場
を
整
備
し
た
り
す
る
取
組
が
多
く
を
占

め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
組
は
、
山
村

地
域
に
お
け
る
新
た
な
観
光
資
源
開
発
や
雇

用
創
出
な
ど
の
観
点
か
ら
公
共
施
設
と
し
て

の
ハ
ー
ド
整
備
が
中
心
で
、
ソ
フ
ト
整
備
は

限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
一
部
の

愛
好
者
を
除
い
て
、
多
く
の
観
光
客
・
来
訪

者
は
、
森
林
を
風
景
と
し
て
楽
し
む
よ
う
な

通
過
型
の
訪
問
・
滞
在
が
中
心
で
、
森
林
空

間
が
生
み
出
す
恵
み
を
五
感
で
十
分
に
享
受

す
る
機
会
は
少
な
い
状
況
で
し
た
。

　
民
間
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
よ
る
と
、

１
年
間
で
１
度
も
山
に
遊
び
に
行
か
な
い
と

答
え
た
人
は
６
割
を
超
え
て
お
り
、１
年
間
に

１
回
以
上
山
に
遊
び
に
行
く
人
に
つ
い
て
は
、

森
林
浴
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
非
日
常
を
求
め

て
い
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
（
図
１
）。

　
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
森
林
空
間
利

用
は
一
部
の
関
心
層
が
個
人
又
は
グ
ル
ー
プ

で
非
日
常
を
楽
し
む
も
の
が
中
心
で
山
村
地

域
で
の
滞
在
は
、
短
期
間
、
単
発
的
な
も
の

に
と
ど
ま
る
こ
と
か
ら
、
山
村
地
域
へ
の
経

済
的
な
効
果
が
限
定
的
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

日
常
生
活
で
の
森
林
空
間
利
用

　
近
年
、
森
林
内
で
の
散
策
や
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
自
転
車
走
行
、
音
楽
鑑

賞
や
芸
術
鑑
賞
な
ど
、
日
常
生
活
の
中
で
森

林
空
間
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
新
た
な
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
（
図
２
）。
ま
た
、
こ

う
し
た
ニ
ー
ズ
は
年
齢
層
に
よ
っ
て
傾
向
が

異
な
り
、
例
え
ば
散
策
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は

50
歳
代
、
60
歳
代
の
ニ
ー
ズ
が
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
や
自
転
車
走
行
は
40
歳
代
ま
で
の
ニ
ー
ズ

が
、
保
育
・
幼
児
教
育
は
30
歳
代
で
の
ニ
ー

ズ
が
目
立
っ
て
い
ま
す
（
図
３
）。

　
林
野
庁
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
も
踏

ま
え
、
人
生
１
０
０
年
時
代
の
あ
ら
ゆ
る
ス

テ
ー
ジ
に
お
い
て
、
森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
や

森
の
恵
み
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
健
康
的
で
、

文
化
的
な
、
楽
し
く
心
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と

を
目
指
す
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
「
フ
ォ
レ
ス

ト
・
ス
タ
イ
ル
」
と
し
て
国
民
の
皆
様
に
提

案
し
て
お
り
、仕
事・学
業
な
ど
の
「
ワ
ー
ク
」

や
、
生
活・余
暇
な
ど
の
「
ラ
イ
フ
」
と
い
っ

た
様
々
な
場
面
で
森
林
空
間
の
活
用
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
（
図
４
）。

図１　（出典）㈱アスカネット「『山の日』にちなんだ登山に関する調査アンケート」（平成28年7月調査）

図２（出典）内閣府「森林と生活に関する世論調査」（令和元年10月調査）

図３　（出典）内閣府「森林と生活に関する世論調査」（令和元年10月調査）

（問）	１年に何回くらい山に遊びに
行きますか。

（問）	どんな目的で山にいきましたか。
	 ［複数回答可］（N＝ 133）

（問）日常生活の中で、森林でどのようなことを行いたいですか（いくつでも）。

年代別ニーズの割合
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「
ワ
ー
ク
」
に
つ
い
て
は
、
幼
児
期
か
ら
青

年
期
に
か
け
て
自
然
保
育
や
森
林
環
境
教
育

の
場
と
し
て
、
青
年
期
・
壮
年
期
に
か
け
て

は
働
き
方
改
革
や
社
員
研
修
の
場
と
し
て
の

利
用
が
見
ら
れ
始
め
て
い
ま
す
。
老
年
期
に

お
い
て
は
、
地
方
自
治
体
や
医
療
保
険
者
な

ど
に
よ
る
介
護
予
防
や
認
知
症
ケ
ア
へ
の
活

用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
「
ラ
イ
フ
」に
つ
い
て
は
、青
年
期
か
ら
老
年

期
に
か
け
て
森
林
浴
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど

の
保
養・健
康
活
動
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、子
育
て
層
を
中
心
に
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
や
ハ
イ
キ
ン
グ
、女
性
を
中
心
に
森
ヨ
ガ

や
カ
メ
ラ
女
子
の
活
動
の
場
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。近
年
は
、農
山
村
で
の
民
泊
体

験
や
文
化
体
験
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。さ
ら
に
は
、様
々
な
コ
ン
テ
ン
ツ
に
お
い

て
外
国
人
向
け
の
展
開
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
利
用
は
、
①
利
用
者
層
が
全

世
代
に
渡
る
こ
と
、
②
森
林
に
無
関
心
な
層

も
利
用
者
に
含
ま
れ
る
こ
と
、
③
ガ
イ
ド
や

ト
レ
ー
ナ
ー
な
ど
に
よ
る
上
質
な
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
提
供
を
通
じ
て
五
感
へ
の
恵
み
を

よ
り
効
果
的
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
、
④
滞
在

期
間
が
長
期
間
又
は
リ
ピ
ー
ト
利
用
に
及
ぶ

こ
と
、
と
い
っ
た
点
で
従
来
の
森
林
空
間
利

用
と
は
異
な
り
ま
す
。

　
一
方
、
森
林
空
間
の
利
用
が
ヒ
ト
の
心
身

に
良
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
（
例
え
ば
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
効
果
な
ど
）
は
経
験
的
に
知
ら
れ

て
お
り
、
科
学
的
に
も
研
究
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
森
林
に
無
関
心
な
層
に
日
常
生

活
で
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
五
感
へ

の
恵
み
を
訴
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
森
林
空

間
利
用
に
よ
り
、
そ
の
個
人
・
組
織
に
と
っ

て
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
を
定

量
的
に
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表
１
）。

　
ま
た
、
山
村
地
域
が
こ
の
よ
う
な
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
る
た
め
に
は
、
医

療・福
祉
分
野
、
観
光・旅
行
分
野
、
教
育・学

習
支
援
分
野
な
ど
様
々
な
業
界
と
連
携・協
働

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
林
野
庁
で
は
、
日
常
生
活
で
の
森
林
空
間

利
用
を
「
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ス
タ
イ
ル
」
と
し

て
提
案
し
つ
つ
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
こ
の
輪
を
広
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

新たな森と人のかかわり「Forest Style」の創造

図４　様々なライフステージにおける森林との関わり

表１　企業の『健康経営評価指標』
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な
ぜ
今
な
の
か
？

　
現
在
、
我
が
国
で
は
、
人
口
減
少
社
会
、

人
生
１
０
０
年
時
代
、
超
ス
マ
ー
ト
社
会
が

同
時
に
到
来
し
て
い
ま
す
（
図
５
）。

　
人
口
減
少
社
会
は
労
働
力
の
減
少
を
も
た

ら
す
こ
と
か
ら
、
経
済
成
長
の
た
め
に
は
あ

ら
ゆ
る
場
面
で
働
き
方
改
革
の
実
現
が
不
可

欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
生
１
０
０
年
時
代

は
社
会
保
障
費
の
増
大
を
も
た
ら
す
こ
と
か

ら
、
社
会
保
障
費
の
抑
制
の
た
め
に
は
健
康

寿
命
の
延
伸
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

超
ス
マ
ー
ト
社
会
は
変
化
の
激
し
い
社
会
で

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
児
童
・
生
徒
に
は
、
自

ら
課
題
を
見
付
け
、
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、

判
断
し
て
行
動
す
る
力
を
つ
け
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
を
想
定
し
た
新
し
い
生
活
様
式
の

実
践
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
従
業
員
の
健
康
増
進
の
取
組
が
、

将
来
的
に
収
益
性
等
を
高
め
る
投
資
で
あ
る

と
の
考
え
の
下
、「
健
康
経
営
」
に
関
心
の
高

い
企
業
が
増
加
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
変
化・

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
方
法
の
一
つ
と
し
て
森
林

空
間
を
利
用
す
る
新
た
な
動
き
が
国
民
や
企

業
の
間
で
広
が
っ
て
い
ま
す
（
図
６
）。

　
さ
ら
に
、
国
民
の
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
が
多
様
化
し
て
い
る
中
で
都
会
か
ら
山

村
へ
移
住
す
る
若
者
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
移

住
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、

山
村
を
含
む
過
疎
市
町
村
に
は
「
自
分
ら
し

く
暮
ら
し
、
働
く
場
」
と
し
て
の
価
値
が
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
都
会

か
ら
山
村
へ
移
住
す
る
若
者
を
中
心
と
し
た

「
外
か
ら
の
視
点
」
と
、
山
村
の
高
齢
者
を
中

心
と
し
た
「
内
か
ら
の
視
点
」
が
出
会
う
こ

と
で
、
日
常
生
活
を
資
源
と
し
た
新
た
な
山

村
の
価
値
創
造
に
繋
が
り
、
双
方
の
生
き
が

い
の
醸
成
に
も
寄
与
し
て
い
る
と
の
報
告
も

あ
り
ま
す
。「
外
か
ら
の
視
点
」
は
都
会
か
ら

山
村
へ
の
移
住
者
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
山
村
や
山
村
住
民
と
の
多
様
な
関
わ

り
を
持
つ
者
も
含
ま
れ
、「
関
係
人
口
」
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
個

人
の
多
様
性
を
認
め
合
っ
て
い
こ
う
と
す
る

現
代
社
会
に
お
い
て
、
自
分
ら
し
く
健
康
で

生
き
て
い
け
る
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

実
現
で
き
る
場
が
山
村
に
は
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
課
題
の
解
決
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
中
で
、
そ
の
解
決
方
策
の
一
つ

と
し
て
森
林
空
間
利
用
が
今
、
注
目
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。

Forest Style ネットワークのご案内
　新たな森林空間の活用について関心が高まる中、林野庁は令和元年 11 月に「Forest Style 
ネットワーク」を立ち上げました。このネットワークは、林野庁森林利用課に事務局をおき、
森林活動に関心のある民間企業や団体などで構成され、異業種間での交流や情報共有を図るこ
とを目的としています。参加者数は、令和２年８月末現在 210 団体となっており、募集は通
年で行っています。
　参加方法など、詳しくは林野庁ホームページに掲載しています。右の QR コード
または以下の URL をご参照ください。
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sanson/kassei/sangyou.html
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平成 26年

令和元年

～人生100年時代を森林空間と過ごす～
新たな森と人のかかわり「Forest Style」の創造

会社方針への「健康経営」の明文化

人口・平均寿命の推移と将来推計

注）平成 30年の平均寿命のグラフ上の数値は平成 29年の実績値である。
資料）内閣府「高齢社会白書」（令和元年版）より作成

資料）経済産業省「健康経営度調査」より作成

図５
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